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第一章 緒 言

結核 ノ人艦 各臓器 二於 ケル占在部位中食道 ハ甚

ダ稀有 ノモ ノニ属 シ、其構造 上 同列 ニアル膣部

二於 ケル者 ト殆 ド同程度 二出現 スルモ ノナ リ ト

謂 ハル。其 原因二就 テハ食道粘膜 二於 ケル多層

被覆上皮 ノ抵抗性 ナル コ ト、叉李滑 ニ シテ袋駄

ノ灘入部 ナ ク、菌汚染食物 ハ迅速 ナル嚥下蓮動

二依 リ菌附著 ノ暇 ナキ事、及食道壁 二於 ケル淋

巴装置 ノ他部清化管 二比 シ遙 カニ僅少 ナル事等

ノ諸設基 ゲラ レ居 ルモ、特 二食道 ハ結核 二封 シ

テ先 ヅ先天的冤疫性 ヲ有 スルナ ラン ト思惟 セラ

ル.食 道結核 二關 スル第一 ノ文献 ハ、1878年 甫 テ

Breus氏 ハ加里滴汁 テ嚥 下 シ、其後食道狭窄 テ

來 セル21歳 ノ肺瘍患者 ノ剖検 二 際 シテ 食道 ノ

中及下3分 ノ1二 於 テ筋層二迄達 スル深 キ結核

性 潰瘍 テ有 セル例 テ獲表 セルニ濫膓 シ、爾來幾

多 ノ文献例 アリ。本邦 二於 テハ大正3年 三 田氏

初 テ報告 シテヨリ、本積.竹 内、武藤諸氏 ノ報

告 ア リ。次 二結核屍 二封 スル食道結核 ノ頻度 二

關 シテハ其高傘 ナル者 二於 テハ宮崎氏(1928>ノ

2.8%ヲ 初 トシMLetulle氏(1893)ノ1.3%

ナ リ。其低傘 テ示 セル モ ノニハ中村氏(1924>ノ

O。4%、K.Zenker氏(1895>ノ0.24%、VintrUp

氏(1926>ノO.1%ナ リ。以 上 ニ ヨリ食道結核 ノ

稀有 ナル コ トテ知 リ得 ・ぐシ。余 ハ當教室 二於 テ

偶 丸食道 二結核性潰瘍 テ有 スル3例 二遭遇 スル

ヲ得 タルテ以 テ、弦 二其病理拉 二登生機轄 ノー

般 二就 テ記述 シ、併 セテ自己 ノ實験例 テ報告 シ

聯 力其知見 二就 テ補遺 スル所 アラ ントス。

第二章 實験例

第一例。小林某、6歳 、男見、剖槍死後24時 間v

1.臨 淋的診断 肺疹。

2・ 臨豚的所見 昭和7年5月 頃恒 リ吻 軟號熱1ヶ

月程績ケリ、其他右側頸部淋巴腺ノ腫脹 ヲ認 ムes7月

頃腹部膨浦シ腹痛 ヲ訴ヘシガ9月 二治癒ス、然vド モ

熱ハlkk然トシテ存 シタリ其後昭和8年1刀 頃 ニノ・咳

歎 喀ヲ知曾加 シ腹部疾痛、下痢頻 々トナ リ、右肺ニハ蜷

音可成二聞工、打診上濁音 ヲ呈ス、死前ニハ左肺ニモ

濁音ヲ謹明ヌルニ至ル、途二昭和8年5月9i]死 亡 セ

リ。

3・ 病理解割的診断(1)細 葉性増殖性蛇滲 出性肺

結核蚊 二空洞形成.(2)右 側繊維素繊維性肋膜炎。

(3)氣 管枝周園、氣管側、氣管分岐部、下顎蛇前縦隔

蜜淋巴腺結核。(4)結 核性食道潰瘍e(5)腸 結 核。

(6)結 核性腹膜炎。(7)咽 頭結核e(8)髄 瘡。(9)泌

尿生殖器結核。(10)肉 董薙肝e

生.病 理解剖的所見 高度 二轟痩セル小見屍。死後強

直ハ誰明セズ。屍斑ハ勇禮下垂部二赤紫色 二登生ン、

右側頸部淋巴腺獄豆大 二腫脹セ リ、腹部膨滞ス.腹 腔

内ニハ黄色不透明液50Ctaア リ、腹膜面二散在性二結
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核性灰白小結節 ヲ認ム。大腸ハ所 々腹膜 ト癒著ス.腸

間膜脂肪少量 ニシテ、腸間膜淋巴腺ハ窟豆大二腫脹

シ、且ツ互二癒合 シザパヶット」ヲ作 ル.割 面 二於テハ

大部分乾酪化セリ.骨盤腹膜面ニハ多激 ノ小結節撒布

セラレタリ.

胸 腺硝実小ニシテ實質性 ナリ。右側胸腔繊維素繊維性

二癒著ス、心外膜腔ハ黄色稽 ζ不透明 ノ液10ccヲ 充

シ、心嚢内面ハ奉滑ニシテ光澤 ヲ有セリ。

心臓ハ該屍手拳 ヨリ稽 く大、心外膜下脂肪暦ハ少量ニ

シテ冠状血管二異常ナシ、心臓 ノ硬度逼常ナリ。雨側

心耳蛇二心室内ニハ多量 ノ暗赤色流動血雌 二 中等量

ノ凝血アリ、雨側心室楓張・Mズ.・b内膜ハ李滑、辮膜

装置二異常ナシ。心筋ハ赤褐色ニシテ、厚サバ大動脈

錐鵬部二於テO.8cmヲ 、 肺動脈該部 二於テ・・0・4cm

ヲ算ス、卵圓孔ハ閉鎮セリ。

左肺 表面 ニハ散在性 二繊維素繊維性禦片ノ附著ア

リ、赤掲色ニシテ硬彌力性ナリ、是ヲ鱗知スルニ硬キ

結節ヲ散在性二認ム、肋膜下ニノ・粟粒大灰白色結核結

節 ヲ見ル、割面稽 く血量二富 ミ赤褐色 ヲ呈ス、上下葉

二多数 ノ麻實大 ノ細葉性灰白色小結節アリ、上葉後面

肋膜下二栂指大ノ黄灰白色乾酪化結節 アリ、是二接シ

テー個 ノ小翼豆大ノ空洞 アリテ、 其壁ハ鋸歯状不規

則、其中二乾酪化物質ヲ容ル、氣管枝粘膜ハ充血性混

血粘液ニテ被ハル、氣管枝周園淋巴腺ハ籔個碗豆大 二

腫脹 シ、割面ハ髄檬ニシテー部乾酪化セリ。

右肺 左肺 ヨリ大 ニシテ表面二・・叉繊維素性物質ノ

附著 アリ。・一般二赤褐色ニシテ肋膜下ニハ多徽 ノ粟粒

大灰白色小結節 ヲ見ル、硬弼力性ナ リ、割面二於テ・・

血量中等度、全葉二亙 リテ多激 ノ廓實大灰白色 ノ小結

節ヲ認ム、間質ハ全葉 二於テ特二上葉二増加 ヲ示 ジ、

中葉 ニハ小豆大 ノ藪個ノ空洞アリ、氣管枝粘膜ハ稽 ζ

充血 シ、多量 ノ混血粘液物質ニテ被覆セラル、氣管枝

周園淋巴腺ハ轍個碗豆大二腫脹 シ、割面ハ髄様、一部

乾酪化セ リ.

脾臓(799)少 ジク腫大シ、表面ニハ少量 ノ繊維素性禦

片ノ附著アリ、硬弾力性ニシテ割面暗紫赤色 ヲ呈シ脾

材ハ著明ニシテ濾胞 ノ堆加 ヲ見ル、脾髄ハ硬、一般二

浮腫性 ニシテ光澤 ヲ有 シ、小粟粒大 ノ灰白色結節 ヲ籔

個認ム.

肝臓(・S809)表 面ハ李滑、邊縁ハ圓味 ヲ帯 ビ、硬撮力

性ナ リ、灰白褐色 ヲ呈 シ、肉董薙摸様著明ナリ。膿管

ノ肥厚ナク、膿嚢ハ約20G似 ノ黄色膿汁ヲ充シ、粘膜

黄色染ス。

左腎(659)被 膜剥離容易、星芒静脈著明、胎見溝僅カ

ニ存准スルモ嚢腫、搬痕ハ認メズ、硬彊力性 ニシテ、

割面二於テハ血量二富 ミ、實質ハ灰白褐色ニシテ輕度

二潤濁セリ。所 々二粟粒大灰白結節ヲ認ム,

右腎(659)割 面 ニハ若干ノ粟粒大灰白色結筋 ノ讃明

アリ其他全ク左腎 ト同一ナリ.

副腎 左側 ハ重量1、59ニ シテ右側Mり 大ナリ。左

右共割面 二於テ皮質脂肪二乏 シク、髄質硬 シ.膵 臓重

騒15gニ シテ硬度、分葉、色澤異獣ナシ。

甲歌腺(49)左 右等大、割面 ニハ「コロイ ド」分泌減少

ス。舌底ハ著明二顧粒朕 ヲ呈 シ.左右扁桃腺ハ露豆大

二腫脹 シ右側ハ潰瘍形成 シ破壌 ヲ示ス.喉 咽頭粘膜粒

二氣管枝粘膜ハ充血性ナルモ潰瘍ノ・謹明 セズ、氣管

側、並氣管分岐部淋巴腺ハ璽豆大二腫脹集合 シ、大部

分乾酪化セ リ、雨側下顎淋巴腺モ同標乾酪化セリ。胃

ハ殆 ド空虚ニシテ粘膜面ハ李滑ニシテ、粘液堆加ヲ示

セ,レ外二異状ナシ.十二指腸モ空虚ニシテ粘液分泌少

シク増加セ リ、輪膓管ハ通過性ナリ.腸間膜淋巴腺ハ

多数腫大 ジ パケッ1・jヲ形成セ リ。

膀胱ハ強度潤濁セル黄色尿約70α ◎ヲ藏ス。粘膜ノ・潰

瘍 ヲ作 リ殆 ド全部破埋セラ,レ。直腸ハ空虚ニシテ、粘

膜面二於テ胡桃大 ノ結核性潰瘍ヲ謹明セ肇)。右側副睾

丸ハ乾酪化ス、雨側睾丸雌ユ精嚢ハ=異常ナシ.大 腸ノ・

大量ノ軟便 ヲ藏 シ、粘膜ニハ童豆大 ノ潰瘍数個ヲ見

ル、小腸粘膜二多鍛種 々大 ノ結核性潰瘍ヲ認 ム、盲腸

部ハ潰瘍性 二破壌セラレ、恰モ赤痢様墾化ヲ呈 シ粘膜

不規則二肥厚 シ、絨毛"犬號生ヲ示ス。

局所的所見

食道粘膜パー般二充血性、食道ノ前壁ニテ左右氣管分

岐鮎=相 當シ3個 ノ潰潰アリ、最大ナルハ輪状軟骨下

縁 等リ下5.5cmニ ア リ、卵圓形大豆大(11.Ocm×0・7

cm)ニ シテ、底面ハ黄色乾酪標物質ヲ以テ覆ハレ納く

李滑ナリ、邊縁 ニハ同様黄色糠様物 ヲ附著 シ、不規則

二著シク肥厚 シ、圓味 ヲ帯 ビテ隆起 シ、穿竪著明ナ

リ。右側雌二下部邊縁 ハ肥厚少ナク通常粘膜二次第二

移行ス、該潰瘍 ヨリ下方約1.Ocm二 亙 リ、粘膜ハ少シ

〃魔燗性 ニシテ黄色禦片ヲ以テ覆ノ・レタリ、此部食道

ハ腫脹セル周園淋巴腺 ト巌痕性二癒著ヲ示セリ。即雨

側氣管側淋巴腺ハ何 レモ薮個猛豆大二腫脹 シ「バケッ
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ト」ヲ形 成 シ、 割面 ハ所 々黄 白色 ヲ呈 セ リ。 該 潰 瘍 ハ

叉其 上縁 ヨ リ右側 上方 二通 ズ ル 長 サ約1.5cmノ 痩 孔

二依 リ上 記 腫脹 淋 巴腺 ト交 通 ス、痩 孔縁 ノ・黄 色 乾 酪物

質 ヲ以 テ形 成 セ ラ ル。 前蓮 大 ナ ル 潰 瘍 ヨ リ約1.5cm

離 レテ、 左側 上方 二當 リ 細 長 キ 潰 瘍(1.2×0.2cm)ア

リ、其 邊縁 肥 厚 ヲ見 ザ ルモ著 シク不 規 則 ニ シ テ底 面不

李 ナ リ。 此 潰 瘍 モ亦 上記 潰 瘍 ト痙 孔 ニ ヨ リ相 交 通 セ

リ。 其他 尚 最 大 ナ ノレ潰 瘍 ノ少 シク 左側 下 方 約0.3c搬

ノ所 二細 長 キ潰瘍(O。7xO.2cm)ア リ、 邊 縁 少 シ ク肥

厚 シ、 黄 色物 質 ヲ附著 シ、底面 不 奉 ナ ノレモ小結 節 ハ 見

ラ レズ.矢 張大 ナ ル最 初 ノ潰 瘍 ト交殖 セ リ。而 シ テ食

道 ハ上 記三 潰 瘍部 二於 ケ ノレ搬 痕性 牧 縮 ニ ヨ リ輕 度 ノ

狭 窄 ヲ示 セ リ。

5.組 織 的 所見

實 験 二際 シ テ ハ 組 織 片 ヲ「フォル マ リソ3固 定 、 しぐラ

フィソ」包 埋 ニ ヨ リ5yノ 切 片bナ シ、 之 二 「ヘ マ1・キ

':"i)ソ、 エ オ ジ ソ」重 染 色 、VanGieson染 色 、 脂 肪

染 色 ヲ用 ヒ、 結核 菌謹 明 二當 リテ ノ・Ziel-Neelsen氏

法 ヲ探 用 セ リ、 食 道 潰瘍 部 ノ 組 織 片 ヲ探 リ検 鏡 セ ァレ

ニ、 潰瘍 邊 縁 部 ハ粘膜 魔 欄 シ固有 膜 二迄 達 シ、底 面 二

來 レバ粘膜 筋 暦 ヲモ破 壌 シ粘 膜 下 層 ヲ露 ハ セ リ、粘膜

下層 ハ 全般 二亙 り種 々 大 ノ結 節}伏 二 圓 形 細 胞 ノ 浸潤

強 ク シテ、其 中心 二於 テ ハ壌 死 二 昭 リ多 激 ノ癒 合 性結

節 ヲ形 成 セ リ、該 髪 化 ハ筋 肉 層 ニ マデ及 ビ、 内環 状筋

暦 ノ・上 記結 節 二3リ 殆 ド全 部 充 サV、 外 縦 走 筋 層 ノー

部 二於 テ モ、斯 か レ攣 化認 メ ラル、 潰 瘍 底 面 ハ壌 死 二

昭 リ、爾 核 ノ破 壌 物 ヲ混 ゼ リ。 痩 孔 ニ ヨ リテ該 潰 瘍 ト

交蓮 ヤ ル淋 巴腺 ヲ見 ルニ、 中 心部 壌 死 二昭 リ、之 ヲ綾

リテLanghans型 巨態 細 胞 、 類 上 皮 細胞 蛇 二 圓 形 細

胞 ノ浸潤 ア リ、上 記 食 道部 並 二淋 巴腺 二於 ケ ル結 核結

節 ハ大 部分 繊 維 性 ヲ呈 シ比較 的古 キ竈 ヲ思 ハ シ ム。叉

食 道潰瘍 ノ埋 死 二隔 レル 部 二 於 テハ 非 常 二 多 藪 ノ結

核 菌 ヲ謹 明 シ得 タ リ。其 他 痩 孔 壁 ニ モ無 藪 ノ結 核 菌 ヲ

認 メ タ リ.

肺膿 一 般 二充 血 ヲ見 ル、主 トシテ細 葉 性 滲 出性 攣化

ア リ、所 々二細 葉 性 培殖 性 攣 化 ヲ混 ズ、 前 者 二於 テ ハ

圓形 細胞 浸 潤 強 ク 周 園 肺組 織 二徐 々二 移 行 シテ 錦 利

ノ境 界 ヲ示 サ ズ、ソ レ ヲ綾 リテ 炎衝 性 組 織 像 ヲ見 叉 浮

腫 強度 ノ塵 ア リ、以 上 ノ病 墜 部 ノ或 ル者 バー 面 二禰蔓

性 二乾酪 化 シオ レ リ。増 殖 性攣 化 ヲ呈 セル部 二在 リテ

ハ細葉 性 「ク ロ ー ・㍉ 葉 状 二定 型 的結 核 結 節 ヲ見、中心

埋死部 ヲ縫 リLanghans型 巨態細胞、類上皮細胞 ア

リ、最外暦二圓形細胞 ノ寝潤ア リ。左上葉肺尖部 ニア

ル空洞壁ノ表面ノ・埋死二陥 リ、次第二圓形細胞滲出セ

ル層二移行 シ、之ヲ擁 リテ出血層アリ、更二其周園ニ

ハ繊維性組織強度二増殖 セリ.

心膿 心外膜下脂肪ハ減少セリ、心外膜ニハ圓形細胞

ノ斗受潤弛1シf、}ひ筋ニハ異常ヲ認メズ。

肝臓 被膜ハ著 シク肥厚シ、圓形細胞浸潤著明ニシテ

結核結節ヲ見ル、叉肝組織二於テモ圓形細胞浸潤アリ

テ實質蛇二間質内二結核結節 ヲ謹明ス、肝細胞ハ小葉

周邊部二於テ脂肪愛性 ヲ示セリ.

脾臓 實質内二定型的結核結節 ヲ無轍二認ム.

腎臓 充血強クシテ皮質部 二中心壌死 二陥 レル比較

的大ナ;レ結核結節ア リ.

副腎 皮質脂肪ハ減少 シ、髄質ニハ圓形細胞浸潤著明

ナル外結節等ノ謹明ナシ。

膵膿 實質ニハ異常ナシ、間質小血管内被細胞著 シク

肥厚 シ腔内二其剥離セルモノヲ見ンレ.

扁桃腺 潰瘍底面蛇二邊縁部二於 テ腺組織申 二中心

壌死二隔 レル数個 ノ結核結節存在セリ。

胃並二十二指腸ハ異常ナシ.腸 ノ潰瘍底面ノ・内輪獣筋

暦ニマデ達シ粘膜下層残部 ニハ中心部壌死二隔 レル

結核結節アリ.其 他漿膜ハ肥厚 シ結核結節 ノ謹明ア

リ、直腸部二於テハ上記攣化ハ強度ニシテ漿膜ハ肥厚

シ、筋暦モ殆 ド破壌セラレタリ。膀胱 ノ粘膜ハ剥離 シ

潰瘍底ハ固有暦ヲ現ノ・シ、尚一部ハ筋暦 ノ露出セル部

アリ。底面蛇ユ邊縁部ハ多量ノ乾酪化物物質 ヲ以テ覆

ハレ、圓形細胞 ノ渡潤強ク叉之ハ深 ク筋層間ニマデ達

シ筋走行配列ハ爲二翫サレタル像アリ、筋暦間虹二漿

膜下組織ニハ籔個ノLanghans型 巨態細胞 ヲ有 スル

定型的結核結節ヲ謹明ス。其他一般 二充血アリ.峯 丸

左右異常ナシ。右側副睾丸乙輸出導管内腔ハ壌死物質

ヲ以テ充盈 シ、或ハ軟化シ小空洞 ヲ形成セル者ア リ、

管壁ニハ結核性肉芽組織 ヲ謹明シ、之ヲ饒 リテ繊維性

墳殖アリ、或部ハ殆 ド管壁モ破埋 セラレ、壌死二昭レ

}レ大 々種 々ノ結核結節多撒 二集合セリ、毛細血管ハ振

大 シ充血 ノ像アリ.

第 二例、佐野某、16歳 、男子、店負、剖検死後27時 間,

1.臨 躰的診断 肺結核。

2.臨 躰的所見 同胞・・11人 ナリ、其内1人 ・・3年

前肺瘍ニテ死亡セルモ同居 セズ。10歳 ノ時右側乳嗜
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突起炎ノ手術ヲ受ケタル外著患ハナシ、現症ハ昭和8

年2月 以來、全均倦怠、蚊二左側胸痛 ヲ訴へ。3月i

ノ・咳漱頻 々タリ、暫ク勾 レト喀血 ヲ見タノレヲ以テ静養

シ其後6月 二有明療養所へ入所ス。當時左肺全葉 二蝿

音アリ、7月 頃 ヨリ腹痛加バリ且下痢ハ1日 約2同 乃

至4同bナ リ中々治癒 ス,レニ至 ラズ。漸時衰弱シ昭和

8年9月8日 途二鬼籍二入 ル。

3・ 病理解剖的診断(1)雨 肺 二於 ケ ル滲出性肺結

核虹二空洞形成.(2)氣 管側、氣管分岐部蚊二氣管枝

周園淋巴腺結核、(3)脾ff、(4)食 道粘膜二於クル結

核性潰瘍形成、(・》)雨側胸腔ノ汎獲性繊維性癒著、(6)

滲 出性腹膜炎、(7)心 嚢水腫、(8)舌 、喉咽頭、氣管

蚊二腸精膜=於 ケル結核性潰瘍形成、(9)肝 並 二脾臓

二於ケル結核性粟粒結節形成、(10)雛 血肝、(11)副 腎

脂肪厭乏、(12)副 脾、(13)睾 丸 ノ未號育。

4.剖 械所見

高度二廠痩セル男屍.総 關節ニハ屍硬ヲ謹明スルモ血

液沈降 ヲ認メズ。雨側下肢ハ輕度二浮腫性、皮膚ハ灰

白色、粘膜貧血性ニシテ、何等淋巴腺腫脹 ヲ見ズ、角

膜瞳孔ハ異常ナシ、腹部ハ舟歌二隅浸セリ.腹 部皮下

脂肪蚊二筋肉ハ萎縮性 ニシテ、腹膜ハ李滑光澤ヲ有

ヌ、腹腔内ニハ黄色潤濁液約50cqヲ 容v、 腸管漿膜

面ニハ無籔ノ粟粒大灰白色結節 ノ散布 ヲ見,レ.大網ノ・

脂肪二乏 シク胃下部 二捲縮セリ、腸間膜叉脂肪二乏 シ

ク該部淋巴腺ハ激個翼亘大二腫脹 シ割面大部分乾酪

化セリ。鹸様突起二異常ナク膀胱ハ充盈セリ。

胸腔ハ爾側共繊維性 二癒著 ヲ示 シ、心纏液ハ約240αq

ニ シテ黄色輕度二潤濁 セリ.心 外膜内面ハ光澤 ヲ有

ス、胸腺ハ小ニシテ大部分脂肪化セリ。

心臓ハ屍手拳大ニシテ、心外膜下脂肪・・大部分膠様化

セリ.右心室前面二腱斑 ヲ謹明ヌ、左右心房虹二心室

内ニハ多量 ノ液状血液 ヲ藏 シ、 心室ハ左右共櫨張セ

ズ、心筋ハ黄禍色 ヲ呈シ、心臓壁肥厚セズ、癬膜装置

正常ニシテ、卵圓孔ハ閉鎮セリ、大動脹ノ基部内膜李

滑ニシテ肥厚ナシ。

左肺 表面多量 ノ繊維性紫片ノ附著ヲ見、散在性二竃

豆大 ノ硬キ結節 ヲ鱗知 シ得。割面ニハ上葉二鶏卵大 ノ

空洞 ヲ見ル空洞壁ハ不李 ニシテ膿様血性物質ヲ以テ

覆ハル、下葉上部ニハ若干ノ小翼豆大 ノ空洞形成アリ

テ膿標乾酪化物質ヲ容 レ、 之ヲ澆 リテ薄キ出血竈ア

リ、爾鹸肺組織ニハ無数灰白色粟粒大 ノ結核結節ア

リ、氣管枝粘膜ハ膿標粘液ニテ被ハレ、肺門部淋巴腺

胡桃大二腫脹シ、割面二於テハ髄様 ヲ呈シ炭着色著

明、一部乾酪化セリ.

右肺 左肺ヨリ小ナ リ。 表面ニハ繊維性膜ニテ被ハ

レ、燭知スレバ散在性二貿豆大 ノ結節 ヲ認 メ得.割 面

二於テハ稽 ζ血量二富 ミ、上中葉二於テハ多数ノ結節

集合シ小葉性結節 トナレ塾,.下葉ニアリテノ・少籔ノ粟

粒大 ノ結節アリ、其間ニハ叉類豆大 ノ空洞 ヲ認ム、氣

管枝粘膜状態ハ左側二同ジク、肺門部淋巴腺ハ大部分

乾酪牝セ リ。

肝臓(7459)表 面ニハ無数 ノ灰白色粟粒大ノ結節ヲ讃

明ス。被膜ハ概シテ李滑ナ リ。前縁ノ・圓味ヲ帯ブ硬彊

力性ニシテ、劉面ニハ血鼠中等度ニシテ黄褐色 ヲ呈シ

細葉像著明、少量 ノ粟粒大結節 ヲ謹明ス、膳嚢ハ粘稠

ナル膿汁約15aaヲ 藏 ヌe粘 膜ハ黄染セリ。

脾臓(559)稽 く小ナリ。硬彊力性 ヲオビ、割面ハ褐色

ヲ呈 ン血量二乏シク脾材雌二濾胞著明二認メ得、且多

数ノ灰黄色結節ヲ謹明ス。脾髄ハ硬 シ。脾門部二1個

ノ碗豆大 ノ副脾 ヲ認 ム。

左腎 被膜剥離容易、硬揮力性、表面ニハ随性溝僅カ

ニ残 リ居 レリ。星芒静脹著明、黄紫色 ヲ呈ス、割面二

於テハ皮質並二髄質 トノ界ハ著明ナ リ、腎門部ハ脂肪

二乏 シク、腎孟 ノ搬張ナク其他異常ナシ、右腎二於テ

ハ腎孟 ノ振張輕度二認メラル ・外左側二同り.

副腎 左右同大、割面二於テハ皮質脂肪 二乏 シ〃髄質

硬 シ、膵臓稽 ζ小形ナリ、色澤、分葉状態、硬サ尋常

ナリ。

甲歌腺 右側葉ハ少シク小形、割面ニノゾコロイド」分

泌中等量ナ リ。舌背 ハ灰白色、舌底僅 カニ顧粒状ヲ呈

ス、左右扁桃腺・・胡桃大二腫脹 シ、小ナノレ潰瘍ヲ認メ

シム。喉咽頭虹二氣管粘膜二於テノ・米粒大二至ル種々

大 ノ結核性潰瘍 ヲ無数二詮明入 氣管側、虹二氣管分

岐部淋巴腺・・慧豆大二腫脹 シ、割面二於テハ髄様炭末

沈著ヲ示シー部乾酪化セリ。氣管分岐部淋巴腺中ノ1

個 ・・石灰化ヲ示ス、大動脈・・彊力性二富 ミ、内膜・・李

滑ナ リ、胃ハ黄色液状食物残渣約30.Oc・cヲ 藏 ス.胃

粘膜rカ タ]レ」性ニシテ且肥厚 シEtatmamel◎nn6ノ

賦態 ヲ示セリ。+二 指腸粘膜輕度充血性ニシテ敬個ノ

潰瘍アリe膀 胱ハ約100αaノ 黄色溜濁セ7レ尿 ヲSU・y、

粘膜二異常ヲ認メズ.直 腸ハ空虚、粘膜面ニハ無数 ノ

猛豆大二至ル結核性潰瘍アリ。睾丸左右同大ニシテ割
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面 二於テ非牽縷性ナリ、概護腺、貯精嚢二異常ナシ.

小腸鼓二大腸殆 ソド空虚 ニシテ粘膜二大小 ノ結核性

潰瘍アリ。

局所的所見

食道ノ前壁二於テ正中線 ヨリ少 シク右方二偏シ、環状

軟骨ヨリ下方9・5cm即 氣管分岐部 二相當 シ、 形状不

規則ナル1個 ノ潰瘍 アリ.長 サ1。5cm幅1.Ocmア

リ、潰瘍中ニハ爾健康粘膜不正長方形歌二残 リ居 リ、

一見小潰瘍群ノ集合 二依 リ不規則ナル儲圓形 ヲ作 レ

ルが如 シ、潰瘍底面ハ粘膜下層ヲ現ハシ黄白色 ヲ呈ス

ルモ稽 く卒滑ナリ。邊縁ハ鏡利ニシテ馨入獣 ヲ示 シ居

レドモ特二邊縁ノ肥厚虹 二小結節 ノ存在 ヲ謹明セズ。

該潰瘍ノ左側虹二下方二亙 り、食道粘膜縦雛嚢ニー致

シテ薮條ノ表在性粘膜猷損アリテ魔欄性 ヲ示 シ、黄灰

白色ニシテ、邊縁ハ鏡利二界セラル。爾絵 ノ食道粘膜

ハ李滑ニシテ異常ナク、叉食道ハ周園臓器 ト搬痕性二

癒著ヲ螢ムコトナシ.

5.組 織的所見

食道潰瘍底面ハ粘膜筋暦破壌セラレ粘膜下層二在 リ、

底面二・・Langhans型 巨態細胞存在 ナケvド モ圓形

細胞蛇二類上皮細胞浸潤強ク、底面 ノー部ハ乾酪化セ

リ。潰瘍縁ハ穿馨輕度二見プレ、叉圓形細胞蚊二類上

皮細胞浸潤ヲ見ル、一般二毛細血管ハ血量二富メリ.

内環蛇二外維走筋層間 ニモ少激ノ圓形細胞浸潤ヲ見

♪レモ其他著攣iナシ。縁下轡入セノレ組織内二結核菌ヲ謹

明シ得タリ。

左肺上葉空洞壁・・埋死物質ニテ覆ハV、i欠暦二出血暦

アリ、其 ヲ綾 リテ繊維性成分墳殖 シ而 シテ多籔 ノ圓形

細胞ノ浸潤ヲ見ル、周園 ノ肺組織ハ無氣状態ヲ呈ス。

間質バー般二増加セリ.肺病竈二於テハ大小ノ結核結

節アリ、一部ハ滲出性 ニシテ所 々浮腫 ヲ見ル、大部分

ハ増殖性愛化ヲ呈セリ。肋膜ハ肥厚 ジ毛細血管二富

ム。右肺 ノ攣化ハ大鵬二於テ細葉性滲出性攣化ヲ呈

シ、一部二於テ増殖性小葉性髪化 ヲ認メシム.

心臓ハ心外膜下脂肪二乏 シク心筋ニハ異常ナシ。肝臓

ハ血量二富ム、中心壌死二昭 レル且Langhan$型 巨

態細胞,類 上皮細胞蚊二圓形細胞 ヲ有スル結節多藪二

散螢ス。上記結節ノ・Glisson氏 鞘 ニモ見プルe

胎臓 被膜ハ緊張 シ血管二富 ミ、實質内二多轍ノ結核

結節謹明セラル。

腎臓 皮質部ニハ雛血著明 ニシテ細尿管腔二硝子様

物質ヲ充スモノアリ.其 他結節 ノ謹明ナシ。

副腎ノ皮質 ノ・脂肪二乏 シク血量二富メリ。其他結節 ノ

護明ナシ、膵膿蛇二甲歌腺ハ異常ナシ.扁 桃腺組織内

二結核結節アリ、結節ノ中心ハ輕度壌死二陥 り且之 ヲ

綾 リテLanghans型 巨態細胞ヲ謹明スe舌 底 ノ潰瘍底

面ハ凹凸甚ダシ久 圓形細胞 ノ浸潤 アリ所 々結鰍 二

集合 シ中心壌死性 ナリ、Langhans型 巨態細胞ハナ

シ.咽頭粘膜ノ潰瘍底面ハ粘膜固有層二達 シ邊縁ハ響

入 ヲ示ヌ、固有暦ニハ圓形並二類上皮細胞浸潤 シ、且

結節状二集合 シ中心ハ壊死二昭レリ。氣管二於テハ所

々上皮細胞ノ剥離 匂 レ粘膜下暦ニハ圓形並 二類上皮

細胞 ノ浸潤強シ、且該部ノ汎螢性壌死著明ナ リ.胃 粘

膜ハ著 シク肥厚 シ表面ハ多量 ノ粘液 ヲ以テ被 ノ・レタ

リ。大動脈内膜二異常ナク外膜 二於テ血管周園二圓形

細胞浸潤アリ。峯丸・・血管二富ムモ、精子形成著シカ

ラズ.腸 二於ヶル潰瘍ハ縁下轡入著明ニシテ潰瘍底面

ハ粘膜下層ニアリ。一部 ・・筋層二達 シ之 ヲ破壇セ リ。

一般二圓形蛇二類上皮細胞浸潤著明 ニシテ所 々壊死

二昭 レリ。潰瘍邊縁 ノ毛細血管 ハ著シク振張シ血量二

富ム。漿膜・・肥写シ、充血性ニシテ、Langhans型 巨態

細胞 ヲ有ス,レ定型的結核結節 ヲ多数謹明ス。

第三例、功刀某、29歳 、讐師、剖検死後10時 問.

1.臨 殊的診断 爾側肺結核。

2、 臨躰的所見 生來頑健 ナリシモ昭和6年6月 頃

肋膜炎ヲ患ヒタリキ。

昭和8年11月21H咳 漱喀疾 ヲ主訴bシ テ再ビ本院

第二内科へ入院入 當時雨肺尖二結核性攣牝 ヲ認 メ、

右肺上部二大ナル空洞アリ、左肺ニハ高度 ノ肋膜腓砥

形成アリ、喀綾中ニハ結核菌ヲ大量二誰明ス.入 院後

ハ右側人工氣胸術蛇二 同側横隔膜紳経捻轄摘出 ヲ行

フ、病勢ハ昭和9年5月 初旬頃マデハー進一退ナ リシ

モ次第二咳漱喀嬢著明ニナリ、時々血疲 ヲ喀出スノレニ

至ル、叉次第二呼吸困難加バ リ、苦痛ハ墳スー方ニシ

テ、毎H相 當竜ノ鎭痛鮒注射ヲナシタルモ、全勇衰弱

甚ダシク途 二9年1;月2S日 死 ノ榑蹄 ヲ見 ルニ至V

リ¢

3.病 理解割的診断

(1)雨 側肺二於ケル増殖性結核並二空洞形成、(2ノ喉

頭蛇二腸粘膜二於ケル結核性潰瘍、(3)結核性腹膜炎、

(1)雨 側胸腔 ノ繊維性癒著、(5)氣 管側並二氣管分岐

部淋巴腺結核、(6)脾 腫、(7)食 道粘膜二於ケノレ結核
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性潰瘍、(8)肝 臓表面ノ結核結節形成、(9)左 右心室

ノ輕度 ノ搬張性肥大、(10)輕度 ノ心嚢水腫、(11)大 動

脹脂肪斑、(12)舌苔e

4.剖 検所見

骨潴逞シキ稽 ζ巖痩セ'レ男性屍、屍硬ハ纏關節二良ク

壁達 セルモ屍斑ハ弱赤紫色ニシテ著明ナラズ.皮 慮ハ

蒼白、灘潤性、足背蛇二手甲ニハ輕度ノ浮腫 ヲ謹明

ス、角膜ハ潤濁 シ、口唇ハ貧血性 豊シテ少量ノ血痕 ヲ

附著ス、右側頸部二長サ約7.Ocmノ 治癒 匂レ手術魔

痕ヲ認ム.

腹部皮 ド脂肪ハ減少シ筋肉ハ萎縮性ナ リ。腹腔内ニハ

約30c・axノ黄色潤濁液ヲ容ル、大綱 ハ脂肪二乏 シ〃、

腹膜面ハ李滑ナルモ所 々粟粒大 ノ灰白色結節ヲ見ル、

轟様突起ハ正常位 ニアリ、腹膜二繊維性二癒著セ リ、

腸間膜淋巴腺ハ碗豆大ニシテ割面ハ髄様ナ リ、肝蛇二

脾臓ハ周園 ト繊維性 二癒著セ リ.

胸廓ノ蛮達良好ナリ、胸腺ハ殆 ソド脂肪化セリ、雨側

肋膜腔ハ繊維性二癒著セリ。

心嚢内ニハ約t)5c.c.ノ黄色潤濁液 ヲ容ル、然レドモ心

外膜内面ハ李滑光澤ヲ有ス。

心臓 重最3009、 少 シク肥大 シ、屍手拳大ヲ超 ユ。

心尖ハ左右心室二引,テ 形成セラレタ リ、硬度ハ稽 く

軟、心外膜下脂肪ハ中等度二存在セルモー部膠様化 セ

リ、冠状動脈ニハ異常ナ〃、雨側心房蛇二心室ニハ多

量 ノ液獣血液、凝血並二豚脂皮凝血有 リ、左右心室ハ

輕度二搬張ス、心筋ハ褐赤色 ヲ呈シ其厚サバ大動版圓

錐禮部 二於テ1.4cmヲ 、肺動脈該部二於テO.・5cmヲ

算 ス、心内膜ハ不滑ナルモ大動脈櫛雄二信帽繊 ノ遊離

線 二於テ小圓形孔 ヲ認ム、卵圓孔ハ閉鎮セリ.

左 肺 表面 ニハ繊維性禦片ヲ附著シ特二側面ハ灰白

色ノ厚 キ結締織膜 ヲ以テ被ハル、硬度ハ彊力性ニシテ

所 々硬キ結節ヲ燭知 シ得。割面 ニハ血量大ナラズ、上

葉 二無轍ノ麻實大乃至米粒大 ノ灰白色結節 ヲ認ム。夫

等結節 ノ周園ハ比較的鏡利二界セラル。肺尖部ニハ雀

卵大 ノ空洞 アリ、空洞壁ハ李滑ニシテ血標乾酪化物 ヲ

容ル.下 葉ニアリテハ前述結節ハ少激 二見,レノ ミ.偏

除組織ハ浮腫性ニシテ血量二富ム、肺門部淋巴腺ハ多

数小慧豆大二腫脹 シ、割面ハ髄様 ニシテ炭末沈著著明

ナリ、一個ニハ小乾酪竈ヲ認 ム.氣 管枝粘膜 ハ充血

性、血性粘液二依 リ被ハノレ.

右肺 左肺 ト同ジ所見ヲ呈スレドモ血量多シ、上葉二

ハ鶏卵大 ノ空洞存 シ、中二徹細動脈瘤 ヲ有ス,レ肥厚℃

,レ小血管ノ残存セルヲ見ル、空洞壁ハ李滑ナリ、共他

全葉 ハ多数 ノ麻實大 ノ灰白色結節 ニヨリテ占有セラ

,レ、肺門部淋巴腺、氣管枝粘膜 ノ性状 ハ左側二同ジ.

脾臓 ・重量3009,腫 大 シ、 表面 ニ ノ・繊維素繊維性

禦片ノ附著 アリ、蝿力性軟ニシテ、割面ニハ血量中等

度ナ リ、脾濾胞ハ肥大 シ脾材ハ著明ナリ、脾髄ハ硬ク

僅 カニ擦過 シ得,レノミe

肝臓 重量14509、 表面二繊維性紫片附著ヌ、肝臓

前縁ハ圓味 ヲ帯ブ、叉到所灰白色粟粒大結節ヲ認ム.

硬度ハ彊力性硬、割面ハ黄褐色 ヲ呈シ小葉像ハ明ラカ

ナリ。脆管ハ輕度二肥厚ス、脆嚢ハ稀薄ナ,レ黄色膿汁

撒q。容 レタリe粘 膜面二脂肪吸取像 ヲ認ム。

膵臓ハ759ニ ンテ色澤、硬度、分葉状態二異常ナシ。

腎膿ハ左側1SO9、 右 側1609ニ シテ雨側共被膜 ノ剥

離容易ナリ。硬彊力性ニシテ星芒静脈著明ナリ.胎 性

溝ハ僅 カニ存ス。割面ハ血量二富 ミ、髄質並二皮質 ト

ノ境界・・明ニシテ腎孟二異常ナシ.

副腎 左側・・8.29、 右側ハ7.29、 割面二於テハ皮

質戯二髄質肥大 シ、皮質脂肪ハ中等度二存シ、髄質ハ

硬 シ。

甲状腺 重量209ニ シテ左右封稽性、硬度ハ正常、

割面ニハ「コUイ ド」分泌培加 ヲ示・yタリt舌背ハ褐色

舌苔ニテ被ハレ、舌根ハ穎粒性、左右扁桃腺雌二咽頭

粘膜ニハ異常ナン。會厭軟骨及 ビ聲帯ニハ多倣 ノ「レ

ソフも大 ノ潰瘍 ヲ見ル、 氣管側淋巴腺ハ多轍鼠豆大二

腫脹 ン、劉面・・髄様 ニシテ所 々炭黒色 ヲ呈ス。氣管分

岐部淋巴腺ニノ・乾酪竈 ヲ謹明ヌ、大動脈ハ彊力性ニシ

テ内膜ニハ多倣ノ米粒大 ノ脂肪斑 ヲ有セリ。胃中ニハ

約100c・ ・ノ液状食物残渣 アリ、胃粘膜 二・・粘液分泌

ノ塘加ヲ示ス.十 二指腸ハ空虚 ニンテ粘膜二異常ナ

ク、総輸脆管ノ・通過性ナ リ。膀胱 ノ・i約40aaノ潤濁セ

ル黄色尿 ヲ藏 ン、粘膜面ニノ・異常ヲ認 メズ。小腸下部

虹二盲腸ノ粘膜面ニハ該豆大ノ不規則ナル潰瘍ヲ詮

明ス。大腸ニハ小ナル潰蕩僅カニ認 ムルノミひ

局所的所見 食道粘膜 二於ケ,レ潰瘍 ノ位置 ハ食道ノ

左壁二於テ輪状軟骨下縁 ヨ リ下方約11cm二 當 リ氣

管分岐部 ヨリ約2cm下 方 二在 リ。潰瘍 ノ大サノ・長サ

1・Ocm幅0・3cm二 ・yテ、縦二細長 ク隙裂状 ヲ呈ヅ深

キ潰瘍ナリ。潰瘍縁ハ鋸歯状不規則ナ,レモ僅 カニ縁下

穿馨 ヲ示スノミ。叉該潰瘍ハ表面二於テハ小形 ナ,レ
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モ、食道深層二至レバ筋層 ヲ破埋 シ次第二大サヲ培 シ

底面二達スレバ其虜二小ナル腔 ヲ形成セリ該腔ハ食

道外壁ヲナセル漿膜及ビ 左側氣管枝 トノ間ヲ更ラニ

i約0.Scm下 方 二進 ミ而 シテ尖鏡二終 レ、,。即潰瘍底

面ハ左側氣管枝壁ノ後面ヲ露出セレモノニシテ、潰瘍

壁ノ、黄色乾酪化物質ヲ以テ被ハレタリゥ然 レドモ氣管

枝壁ニハ何等穿孔等 ヲ見 ルコトナク叉氣管枝粘膜ニ

モ著憂ヲ見ズ.其 他左側氣管枝側淋巴腺ノー個ハ潰瘍

ノ最下端、尖鏡二終ハのレ部二於テ癒著ヲ示セ リ.該

淋巴腺ノ割面ハ炭黒色 ニシテ灰白色ノ石灰化竈ヲ混

Vリe此 淋巴腺 ノ上方二於テ債1轍個 ノ淋巴腺 アリ、何

Vモ 霊豆大二腫脹 シ乾酪化 シ「パ〃ット」ヲ形成セ リ。

5.組 織的所見

食道潰瘍部二於テ・・食道粘膜ハ次第二其厚サヲ減 ジ、

深部二至も・バ全 〃上皮ヲ鉄キ粘膜下層ヲ現ハス、該部

ニハ圓形細胞、類上皮細胞浸潤 シ所 々卵圓形二集合セ

ルヲ見ル、而シテ該結節ノ中心部ニハ初期ノ壌死 ヲ詮

明ス.Langhans型 巨態細胞蚊二結核菌ハ認メラレズ、

粘膜下屠バー般二充血性ナ リ.叉潰瘍部 二於テ未ダ粘

膜上皮ノ存スル所 ヲ見ルニ既二内外筋暦 ヲ鉄キ、而モ

筋暦端ハ破壌セラレタル状態ハナク結締織 ニヨリテ

園饒セラレタリ。筋屠内ニハ 特二結核性憂化 ヲ認メ

ズ。潰蕩底面ニハ筋層ナク、食道漿膜 ヲ現ハス、底面

表癬ニハ圓形、類上皮細胞寝潤 アリテ結節状 ヲ呈シテ

表面 ヨリ隆起セリ.其他氣管枝軟骨部近 クニ於テハ該

細胞浸潤ハ輕度ノ埋死二昭レリ。氣管枝粘膜下二於ケ

ル粘液腺組織間質内二輕度ノ圓形細胞渡潤ヲ見ノレ.

心臓ノ心外膜下脂肪殆 ンド清失セリ、心筋内二消耗性

色素ヲ少量謹明ヌ、其他心筋ニハ脂肪攣性 ヲ見ズ、

肺臓 肋膜ハ肥厚 シ血管二富メリ。肋膜下組織 二炭末

沈著強シ、肺組織 二於テハ肺胞内ニハ圓形細胞、蚊二

大軍核細胞、其他、繊維素性物質、滲出液ヲ容 レ、共

間二中心埋死 二昭 レル大小ノ結節ヲ見ル.該 結節ノ中

ニハ爾肺胞壁 ノ残存 シテ著明二肺胞 ヲ認メ得ルモノ

アリゥ其他ノ結節二在 リテハ結節ノ周園ハ繊維性成分

堆殖 シ結節内二・・Langhans型 巨態細胞、圓形虹 二

類上皮細胞 ヲ謹明ス。空洞壁ノ・多数ノ乾酪化セル結節

ヨリナリー部二於テハ彌蔓性二壌死二隔 レリ.其附近

肺胞内ニハ前述セル細胞 ノ浸潤著明ナリ.

肝臓 被膜内ニハ結核性結節ヲ見ル、肝細胞 ハ中心静

脈 ノ附近二於テ萎縮性 ナリ。然 レドモ筐血ヲ謹明セ

ズ。叉小葉内二於テ脂肪攣性二隅 レノレ肝細胞 ハ僅少ニ

シテ唯孤在性二謹明 スルノミ。Glisson氏 鞘 ノ増殖

モナク、肝組織内ニハ結核結節ノ謹明モナシ.

脾臓 被膜並二脾材ハ特二肥厚増殖 ヲ見ズ、然 レドモ

網朕織繊維 ノ壇殖アリ、限局性二樫血ヲ謹明ス.

腎臓 被膜ハ亭滑ニシテ肥厚ナシ、實質内二・・一般二

雛血アリ、綜毬{彊ニハ異常ナシ。腎上皮細胞 ハ脂肪攣

性ヲ呈セズ.

小腸 潰瘍部二於テハ潰瘍底面 ノ粘膜下暦二 比較的

大ナル結節アリ、其中心ハ壌死二隔 リテ空洞 ヲ形成セ

リ、且壊死竈ヲ綾 レル圓形蹴二類上皮細胞浸潤層内二

多撒ノLanghans型 巨態細胞ヲ誰明 ス、其他粘膜下

層ニハー般二圓形蛇二類上皮細胞 ノ浸潤強 ン.筋層ニ

ハ攣化 ヲ見ザルモ、漿膜ハ肥厚シ其中二Langhans

型巨態細胞 ヲ有ス♪レ定型的結節アリ.會廠軟骨二於ケ

♪レ潰瘍ハ縁下轡入 ヲ示シ、潰瘍底面ニハ圓形蛇二類上

皮細胞、Langhan$型 巨態細胞 ヲ謹明 ス、潰瘍底面

表層ハ壌死二昭 レリ。膵臓ハ間質並二腺組織 二異常ナ

シ.甲状腺小胞ハ大小不同ナレドモ「コロイド」物質 ヲ

以テー様二充タサンレ、小胞上皮ハ箪暦ニシテ間質二異

常ナシ。大動脈内膜ハ局所性二輕度二肥厚シ該部 ノ内

膜細胞・・輕度二脂肪攣性二隔 レリ。副腎皮質脂肪ハ減

少 シ網状層二於テ比較的二脂肪ハ認メラ,レ、髄質ニハ

異常ナシ.

第三章 総括拉3考 按

結核性病攣 ノ食道 ニ ノ ミ來 レル例 ハ殆 ド絶無 ニ

シテ、肺其他 ノ臓器結核 ヨ リニ次 的 二食道 二出

現 スルモ ノナル事 バー般 二認 メラル.全 身粟粒

結核症 二際 シテ食道壁 ハ筋層 二至 ルマデ粟粒結

節 ニテ充 サ レ得 ルハ論 ラ挨 タズ、又粘膜 内 二生

ジタル結核性結節 ガ軟化 シ破 ル ・二及 ピ小圓形

潰瘍 テ形成 ス。 帥 チ食道 ニハ粟粒結核型蛇潰瘍

型 ノニ者 テ優別 シ得 ベ シ.而 シテ其 ノ潰瘍 ハ粘

膜蚊 二粘膜下層 二達 シ圓形 テ呈 ス、或 ハ邊縁鋸

歯駄 テ呈 シ鋭利 二界 セ ラレ屡 ミ小灰白色結節 テ

底面 二見ル。時 ニハ潰瘍 附近 ニモ散在 スル コ ト

ア リ(Burckhardt)、 更 二 結核性潰瘍 ハ淺 李 ナ
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ル コ ト或 ハ噴火 口駄 テ呈 スルモ ノア リ。其大 サ

ニ至 リテモ種 々雑多 ニ シテ小ハ蹴實大 ヨリ大 ナ

ル者 二於 テハ食道 ノ全周 テ 占 ムルモ ノ有 リ。

〈SchrubsaU&Mullingsl902泣 立二R.KUmmel

1906,Fischer氏 ハ食道 ノ3/4ハ 潰 瘍 ニテ占 メ

ラ レタル例 テ述 ベ タ リ。潰瘍 ノ撒 ハ概 シテ多登

シ、E.Fraenkel氏(1896>ノ 見 タル 例 ハ33歳

ノ男屍 ニ シテ、庶實大 ノ圓形黄色小結節多数 二

存在 シ或者 ハ潰瘍 テ形 成 セ リ。嚢 生部位 ハ総 テ

ノ部位 二來 リ得 ルモ ノナ7ン モ好獲部位 トシテ

中部 二位 置 スル者最 モ多撒 テ占ムル ガ如 シ。

其 ノ年齢 的關係 二就 キテハ從來 ノ報 告 テ合 シタ

ル統 計 ニ ヨレバ30-40歳 ノ 間 二最 モ屡 支登現

スルナ リ、然 シナガ ラ既 二Hasselmann氏 ハ

6ケ 月 ノ小 見 二之 ラ覆 見 シ、NobuNakamura

氏 ハ86歳 ノ男屍 二於 テ憩室 ノ壁 ノ結核性攣化

ラ蒙 レル例 ラ述 ベ タ リ。

食道 潰瘍 ハ果 シテ症獣 ノ認 メ ラル ・モ ノナ リヤ

ニツイテー言附記 セ ンニ食道結核 バー般 ニハ無

症獣 ナ リ、若 シ症駄 ア リ トセバ狡窄拉 二外方若

シクハ他 ノ腱腔 ヘ ノ穿孔 テ來 セル僅少例 二於 テ

ノミ診断 ノ補助 トナルモ ノナ リ。高度狭 窄 テ訴

ヘ シモ ノニハBeck氏 蛇 二Zenker氏 ノ例 二於

テ見 ルベ ク、叉其 ノ狭 窄症 歌著 明 ナル モ ノニハ

Breus,EpPinger氏 等 ノ例 ア リ、其輕度 ナルモ

ノハWeichselbaum氏 ノ例 ナ リ。省Penzoldt

氏 ハ外方 二穿孔 セルテ見、Flexner氏 ハ胸腔 二

破 レ膿胸 ラ起 シタルモ ノテ見 タ リキ、疹痛拉 二

嚥下困難 二就 テハ不 定 ナ リ。 凡 ソ食道結核 ノ感

染経路 ハ粘膜面 ヨリノ直接感染、周園病壁 ノ穿

破及 ピ血行性 ノ三 ッニ シテ更 ラニ詳言 ス レバ次

ノ6型 二分 タル。

(1>結 核 性物質 ノ直接 接燭 ニ ヨリ誘獲 セラル ・

接種 結核。(2)喉 咽 頭 二屡1見 ラル ・結核性潰

瘍 ノ連績 性移行 ニ ヨルモ ノ。(3)氣 管 周園若 シ

クハ縦隔 寳内 乾酪化淋 巴 腺 ノ穿破 ニ ヨルモ ノ

(最 モ屡 ≧見 ルナ リ〉。(4)脊 椎 前膿瘍 ノ穿破 ニ

ヨルモ ノ。(5>結 核 性肺室洞 ノ穿破 ニ ヨルモ

ノ。(6)血 行 性。

第1、 接種結核 ノ起 ル條件 トシテ先 ヅ何等 カ ノ

粘膜鋏損 テ前提 トスルガ如 ク、肺瘍患者 ニ シテ

酸類及 ビ「アルカ リ2テ 嚥下 シ癩痕性 二食道狭窄

テ起 シ食物停滞 ノ爲 メ菌接燭 ノ機 會多 カラシ

メ、結 核性攣 化 ヲ起 シ(Breus,Kundrat,Chiari,

Evert)、 又鷲 口瘡 ト結核症 ノ併畿 スルコ トアリ

(Eppinger,Kraus)、 食 道癌 テ有 スル患者 ニ シ

テ剖検 上検索 セルニ 癌組織 中 二Langhans型

亘態細胞、乾酪 化結節拉 二結核菌 テ謹 明セ リ。

(Meyerhoff,Deanu.Greg9,PepPer&Ed-

sal1,Cbrdua,K.Zenker)。 以 上諸例 ハ粘膜 二

於 ケル連績離断 ノ存 スル ヲ著明 二知 リ得ル モノ

ナルモ、筒文獣例 二依 レバSpillmann,Freci-

chs,Mazzotti/2例 、Flexner,E.Fraenke1,

Hasselmann氏 等 ノ例 ハ食道上皮 二於 ケル斯 カ

ル障碍 テ澄明 セザ リシニ拘 ハ ラズ接種結核 テ見

タルモ ノナ リキ。其他同様 二Mazzoni/5例

Chvostek,Bauer,Paulicki,Schrubsall&

Mullings氏 等 ノ諸例 モ コ レニ厩 セ リ。 其後

RichardKUmmel氏(1906)ノ 報 告例 ハ52歳

ノ酒客 ニ シテ輪駄 軟骨 ノ下縁 ヨリ6cmノ 部 二

粘膜 二大 ナル潰瘍 性破壌 ア リ、初 メハ2個 舌状

ノ潰瘍 トシテ現 ハ レ徐 々 二幅 廣 クナ リ、其聞二

挾 マ リテ細長 キ通 常 ノ粘謹 ア リ、起部 ヨリ6cm

二至 レバ1個 ノ潰瘍 トナ リ既 二食道 ノ全幅 テ占

ム。其 ヨリ7cm下 方 二数個 ノ短突起 ラ出 シテ

終 レリ。 潰瘍 ハ全長13cmニ シ テ潰瘍邊縁 ハ

不規則 ニ シテー部肥厚 シ小結節密在 ス。一部邊

縁 ハ鋭利 ニ シテ穿墾iテ示 シ破壊 ハ轍 犬筋層 二迄

進 メ リ。潰瘍下縁 ト胃喧門間 二同様 ノ結節 ト潰

瘍多撒 二在 リキ。食道 ハ氣管枝周園淋巴腺 トノ

癒著 ナ シ。接種結核 ナル謹明 ニハ食道下部 二在

ル攣化 ラ追討 セバ、先 ヅ孤立 セル結節 ヲ見、一

部集合 シ後 二至 リ軟 化 シ破 レテ小 潰瘍 トナル。

斯 シテ次 第 二其大 サラ檜 シタルナルベ シト説ケ

リ。 更 ラニS.Burckhardt氏(1910)ハ60歳

ノ男屍 ニコ レテ見 タ リ。環歌軟 骨 ノ基部 ヨリ下

方5.5cm二 於 テ淺 キ 潰瘍(5・0×3.Ocm)ア リ、

其上方 二灰 白色 ノ小結節ヲ 見、邊縁鋭利浸潤 ナ
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シ、債瘍 ノ中央部 二 〇・5cm長 サ ノ憩室 アリキ、

氣管右側淋 巴腺 ハ獄豆大 二腫 脹 シ割面 ハ黄 白緑

色ニ シテ柔 ナ リシモ食道 トノ關係 ヲレ護 明 セズ。

淋 巴腺 ノ斯 カル攣化 ハ食道結核 二依 ルニ次的 ノ

モノナ リト謂 ヘ リ。

爾食道 ノ結核性潰瘍 ハ 牽引憩室 ト關係 ヅケ ラ

ル、然 シ牽引憩室 ナルモ ノハ陳菖性癩痕作用 二

基 クモ ノナ リ。好登部 ハ主 トシテ中央部即氣管

分岐部 ナ リ。 年齢 的關係 ハ10歳 以下 ニハ極 ク

珍 ラシク多 ク10歳 以上 二出i現 シ年齢 ト共 二檜

加 スルモ ノ トセ ラル。Bevermann氏 二依 レバ

牽引憩室 ノ75%ハ 結 核性 ナ リト云 フ。斯 カル時

ハ「結核性憩」ト云 ヘル方適當 ナルベ シ。Kragh

氏 ハ536例 ノ剖検屍 二就 キ51例 二憩室 テ見、皆

結核性 ナ リキ ト。

爾他 ノ例 二於 テハ侵 サ レタル淋巴腺 ヨリ結核性

憂化 ノ食道壁 テ侵 シ、憩室 ノ尖端部 ヨリ附近 ノ

粘膜 二潰瘍 ガ及 ブモ ノア リ、憩 室 ノ近 ク ノ潰瘍

二就 テハClaribelCone。Beck,Mazzoni氏 、

蛇 二Schilling氏 等 ノ例 アリ。斯 ク肉眼的 二讃

明 スベキ鋏損 ナ クモ組織 的 二観察 ス レバ何 カノ

粘膜離断 ノ存在 スルヤモ測 リ知 ルベ カラザ レバ

上皮健全 ナリキ ト断 定 ハ出來 ザ ルナ リ。弦 二興

味 アル 事柄 ハGlinski氏(1903)ニ ヨ レバ 食道

二於 ケル胃粘膜 島 ヨリ原畿性食道結核 症 ノ起 リ

得 ル ト云 ヘル コ5、Trallero氏(1913)ハ8歳

ノ子供二於 テ食道 ノ胃粘膜島 二結 節 テ護 明 シ中

村氏(1914)ハ 食 道粘液腺拉 二胃墳門上部 ノ腺組

織 ノ小嚢胞而 モ其排泄管周園淋巴濾胞 テ基 トシ

接種結核 ノ起 レル例 ラ報告 セリ。

第2、 叉喉 頭結核 ハ食道結核 二大 ナル意義 子有

ス ト説 ケ リ(Kraus>。 然 シ喉 頭結 核 モ多 クハ肺

結核二緬登 スルモ ノナ レバ原登竈 ハ肺 ト考 フベ

キナリ、又原登性喉 頭結核 アリトスルモ(Orth,

EFraenkel)極 ク稀 二見 ルモ ノナ レバ大 ナル意

義 ハ無 キガ如 シ。

Beck氏(1884>ハ54歳 ノ男屍 二就 キ生前長 ク嚥

下困難 ア リ、喉 咽頭舌根蛇 食道 上部 二圓形潰瘍

アリタル例 テ述 ベ タリキ。Noder(1903),Casel一

mann氏(1905>モ 同 檬 ノ例 ヲ報 告 セ リ。

第3、 食道テ続 ル隣接臓器 ハ殊 二淋巴腺ニハ
づ

屡 締吉核 ノ侵害 ラ見 ルニ拘 ラズ食道 自身 内二是

等乾酪化 セル頸部腺 巴腺等 ノ穿破 テ見ル ノ稀 ナ

ルハ、食道 ハ周園臓器 二封 シテ懸粗組織 ニ ヨリ

テ距 ラレ自由 二懸垂 セラ レ、 ソ レガ爲 二周園 ヨ

リノ感染機會少 キニ ヨルナラ ン。Stenberg氏

ハ160例 ノ結核小 見二就 キ其 中3例 ハ結核性淋

巴腺 ノ後咽頭部 ノ穿破 アリシガ、食道 ノ結核ハ

ー例 モ見ザ リキ ト。

然 シ食道結核 ハ第3型 二屡 スルモ ノ最 モ多 ク遭

遇 シ、大部分 ハ是 二依 ル ト云 フモ可 ナ リ ト云 フ

(Ziegler)。 コ ノ場合食道 ハ氣 管分 岐部 二當 リテ

乾酪化 セル淋 巴腺 ト癒著 シ組織 的 ニハ粘膜 下層

拉 ビニ筋 肉ハ結核姓大結節 ニテ充 タサ レタ リキ

(K.Zenker氏2例)。 其他Beck,Weichselbaum,

Zemann,Barth,Letulle,Danel,Orth,Lala-

gUe,Grifnewald,Meyerhoff,・DenonVilliers

氏等 モ同様 二報告 セ リ。 邦國 二於 テ ハ 木積氏

(1915)ハ38歳 ノ男屍 二就 キ 記載 セ リ、即 チ食

道 ノ前壁 二當 リ氣管分 岐部 二3・0×1.Ocmノ 潰

瘍有 リ。底面 二乾酪化淋 巴腺 テ認 ム。氣管枝淋

巴腺 ハ多撒腫脹 シ食道 前壁 ト強固二癒著 セ リ。

武藤氏(1925>ハ31歳 ノ 男屍 二於 テ 同様 ノ所 見

テ観察 セリ。

第4、 脊椎前膿瘍700例 中、周園 ノ組織 ノ穿 破

セル率 テ見 ルニ コ レガ、腸 骨窩 二於 クルモ ノ100

例 ラ撒 フルニ反 シ、咽頭部蚊頸部 二於 ケルモ ノ

ハ僅 カニ各1例 二過 ギズ ト(林、松 岡、京都1910) 、

Penzoldt氏(188】)ハ53歳 ノ男屍 二就 キ上部胸

椎 「カリエ 勾 ノ食道 二 穿破 セル 例 ラ観察 シタ

リ、生前 二突然大量 ノ膿汁血 テ混 ぜル喀疾 ラ吐

出 シ、頸部 ノ烈 シキ疹痛 、悪寒戦懐、拉虚 脱感

ア リキ ト、氏 ハ更 二2例 ノ同様 ナル例 ラ述 ベ タ

リ。 其他Uhde,L6schner,Zenker,Vigla,

Kaufmann,Eiermann氏 等 ノ 同様iノ 報告 ア

リ。邦國 二於 テハ 竹 内氏(1918)ハ30歳 ノ 男屍

二於 テ食道 ノ上3分 ノ1二 穿破 セル例 ラ述 べ オ

レリ。
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第5、Selenkow氏(1884Petersburg>ハ 肺 室

洞 ヨ リ穿 破 セ ル 例 テ 報 告 セ リ。Flexner氏 ハ
リ

右側結核 性膿胸 ア リコ レガ食道 ト交通 セル例 テ

述 ベ オ レリ。

Mazzotti,Letulle氏 等 ノ例 叉然 リ。Schr6tter

氏 く1907)ノ 例 ハ55歳 ノ男 ニ シテ、右肺 ヨ リノ

結 核姓漿 化 ガ上部 食道 二及 ビ、 ソコニ廣範性 ノ

潰瘍 蚊下部食道 二連珠歌潰瘍 テ作 リオ レリ。

第6、 今迄観察 セ ラ レタル血行 性感 染 ハ極 ク僅

少例 アル ノ ミ、Glockner氏(1896)ハ47歳 ノ男

二於 テ血行性 二來 レル食道 筋層 ノ粟粒結核例 ナ

リシガ粘膜蚊 二粘 膜下層 ハ異歌 ナカ リキ。其他

Cone,Mazzotti,Schr6tter,StarckHugo,

StaechelinBurckhardt氏 等 ノ報告 アリ。

吾國 二於 ケル最初 ノ報 告 ハ三田氏(1914)ノ ソ レ

ナ リ、即 チ21歳 ノ 男屍 ニ シテ 肺、 腸、漿膜、

淋 巴腺結核 ノ他實質臓器 二結核結節 ア リ。更 二

食道蛇 二胃二 於 テ結 核性潰瘍 アリタルモ ノナ

リ。食道 二於 テハ畷 門 ノ上方8・Ocmノ 部 二2.O

cm長 径 ノ縦 走潰瘍 アリ、 ヒ方ハ深 ク物質鋏 損

ラ生 ジ、 下方ハ漸次縦 ノ鐡髪 二緬 ク、潰瘍底 ハ

筋膜 内層 テ現 ハ シ、 肉芽組織 テ作 リ、邊縁 ハ堀

墾 シ中 二頽 慶物 テ充填 シ、壁 ハ壊死 二陥 リ粘膜

下層 ニハ乾酪化 セル粟粒結節 アリ。筋膜 内ニモ

同 ジク粟粒結 節 テ見、外膜 二於 テハ園形細胞 ノ

浸潤 ア リ、 爾結締織壇加 シ血管 ノ籏張 テ見 タ

リ。是 ハ淋 巴系 ニ ヨルモ ノナ リ ト謂 フ。

次 二余 ノ實験例 二就 テ総括考按 ス レバ、第1例

二於 テハ6歳 ノ小見屍 ニ シテ、肺結核症獣、頸

部淋 巴腺腫脹蛇 二腹痛 下痢有 リ、嚥下困難 ハ不

明ナ リシガ、剖検上始 メテ食道 二於 テ結核性潰

瘍 ヲ認 メタリ、其他、肺 、腸、膀胱 、扁桃腺、

氣管枝周園、氣管分 岐部 拉 二前縦 隔寳淋巴腺結

核及 ビ、肋膜炎 テ有 セ リ。術頸部淋 巴腺 ヨ リ前

述 ノ食道壁 ノ潰瘍 二i穿孔 ノ存在 セル事 ガ登 見 セ

ラ レタ リ。食道粘膜 二於 ケル潰瘍 ハ肉眼的拉 二

検鏡上結核性組織 ト解 スルテ至當 トシ、其 ノ中

二結核菌 テ謹明 シオ レリ、是 ラ要 スル ニ本例 ハ

右側氣管側淋 巴腺結核 ヨリ出褒 シテ淋 巴腺周園

炎テ起 シ、 コ レガ次第 二食道前壁 二癒著 テ起 シ

病攣 ハ進行 シテ遙 二食道穿孔 テ起 セルナラン。

3潰 瘍 ノ癒管 ニ ヨリ相交通 セル鮎 ヨリ見 レバ、

大豆大 ノ第1ノ 潰瘍 ヨリ夏 ラニ病攣 ハ粘膜下層

二於 テ左方 上部蚊 二下部 二進行 シ途 二第2、 第

3ノ 潰瘍 ヲ形成 セルナ ラン。是正 シク皮窟腺病

(Serofulodermie)二 見 ル ト同 ジ像 ラ呈 セリ。更

ラニ本例結核性潰瘍 二於 テ他 ノ登生原因 テ考察

セ ンニ、粘膜面 ヨリ含菌喀疾 ラ食物 ト共 二嚥下

セルニ ヨル トセンカ、先 ヅ何等 カノ粘膜損傷 テ

暴 ゲザル可 ラズ。病歴 二何等腐蝕 藥嚥下ナ ク、

叉悪性腫瘍 テ考 ヘ シムル年齢 ニ アラズ、組織的

ニモ全然 コ レラ否定 シ居 レ リ。潰瘍 ノ部位 ヨリ

論 ズル モ、 コ ノ部 ハ牽 引憩室 ノ氣管分 岐部 二頻

登 スル コ トニー致 セルテ 見 バ(本 例 モ氣管 分岐

部 〉、或 ハ弦 二憩室 アリテ、 コレガ結 核性攣化

テ得 タルニ非 ラザル ヤテ疑 ヒ得 ル ノ ミ。本例 二

於 テハ左右肺 二室洞 テ有 シ、菌含有喀疲嚥 下 ノ

機會多 カラ シメタルハ想像 二堪 ヘ タリ、卸腸管

ノ結 核性潰瘍 ハ結核菌 ノ消化管 ラ通 ジ來 レルコ

トヲ讃 明 シ居 レリ。

而 シテ憩室 ノ形歌 ハ通常、漏斗歌 二略 入セルモ

ノナルニ、本例 二於 ケル大 豆大 ノ潰瘍底面梢 ≧

李滑 ナルコ ト、及 ビ10歳 以下 ノモ ノニ 憩室 ノ

來 ルコ ト稀 ニシテ(本 例6歳)年 齢 ノ進 メル者 二

頻畿 スル コ トヨリシテ、憩 室 ラ考 フル絵地 ハ少

ナ シ。叉憩室ハ組織 的 ニハ漏 斗欺 ノ先端部 二於

ケル癩痕 組織 ノ謹 明 二 在 レドモ、本例 二於 テ

ハ、潰瘍部 二於 ケル食道壁 ハ殆 ド全部、結核性

病竈 二攣 化 シオ リ、 此間 ノ医別黙 ラ見出スニ苦

シムモ ノナ リ。

郎 チ本例 ハ結 核性氣管分 岐部淋 巴腺 ガ食道 二穿

孔 シ其 ノ排出 セ ラレタル結核性物質 ハ周園 ノ食

道壁 ヲ侵襲 シ、 ソコニ績 核性攣 化 ノ進斥テテ促 セ

シモ ノナラン。第2例 ハ16歳 ノ男屍 ニ シテ、

喀血 ラ伸 ヘル肺結核症状 テ有 シ腹痛 下痢 ノ外 ハ

食道 症駄 ハ認 メ ラレズ、剖検 上始 メテ食道結核

症 ナル コ ト確 メ ラ レタル例 ナ リ。 肺臓 二於 ケル

結核性攣 化 ハ破壌性 ニ シテ多傲 ノ室洞 ラ有 シ、

`
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各所 淋巴腺結核 、肝脾 二於 ケル結核結節 ノ他 二

舌、扁桃腺、喉 咽頭、氣管拉 二腸管 二於 テへ

多敷結核性潰瘍 ヲ護 明 セ リ、 帥 チ胃 テ除 ク潰化

管 テ通 ジ食道 ラ参與 セ シメ総 ベ テノ部分 二病慶

アリタル珍 ラシキ例 ナ リキ。

食道潰瘍部 ハ組織像 拉 二結核菌詮明 トニ依 リ結

核性ナルコ ト疑 ヲ容 レザ ル所ナ リ。而 シテ其感

染縄路 テ考 フル時 ハ、 食道 ハ周園組織 トノ癒著

等 ヲ何等謹 シ得 ザル ヨリ、 明白二外部臓器 ヨリ

ノ移行、若 クハ穿破 ヲ除外親 シ得可 ク、」又組織

像 二於 テモ深部筋層 二何等異常 ナ 久 而 モ粘膜

面 二主攣 テ呈 シ居 レリ。喉咽頭 ノ結核性潰瘍 ヨ

リ直チニ食道 二連綾 性 二移行 セ シモ ノナ ラザル

ハ、食道 上牛部 ハ爾健康粘膜 テ有 スル鮎 ヨリ明

カナリ。

次 二本例 二於 テハ、氣管側淋 巴腺 二結核性攣化

テ謹明 セル事 ヨリ、 食道結核 ハ淋 巴系 二依 ルモ

ノナ リ トハ直 チニ断定 シ難 シ、加之頸部淋巴腺

ハ食道潰瘍 ヨリニ次 的 二感染 シ得 ルモ ノナ レバ

ナ リ(Rankeu,Ghon,Burckhardt)。 最 後 二

本例 二於 テハ血行性感染 ラ考慮 ノ外 二置 ク コ ト

不可能 ナルモ、漕化管 二於 テ食道 ラ界 トシ上部

舌、喉咽 頭拉 二扁桃腺、 下部 二於 テハ腸管 二結

核性潰瘍 ラ有 シ、其等 ハ何 レモ肺 二破 壌性病攣

アリ。排 出 セラレタル喀 疾中 ノ結核菌 二直接接

燭 シ、傳染 シタルモノナラ ンヲ以 テ食道 二於 ケ

ル潰瘍 モ亦、接種結核 ニ ヨル ト考 ヘル テ至當 ト

スベケ ン。食道ハKlebs氏 ノ謂 フ如 ク、若 シ硬

キ食物、魚骨、骨片 、硬 「バ ンJ其他 異物等 ニヨ

リ偶々粘膜損傷 ヲ・受 ケンカi眩二二次的 二接種結

核 ノ螢生 テ思考 シ得 ルナ リ。即 チ第2例 ハ潰瘍

ノ形態二於 テ蚊 二潰瘍 二挾 マ リテ、細長 キ通常

粘膜 テ有 スル貼、叉邊線 ノ不規 則 ナル黙等 ヨ リ

シテ、R.KUmme1氏 ノ見 タル例 二相似 タ リ。

第3例 ハ29歳 ノ男屍 ニ シテ、 生前咳轍、喀 庚

多量ニ シテ、時々少量 ノ喀血 ラ俘 ヒ肺結核症撒

有 リ、其外特 二腹痛、 下痢 ハナカ リキ。剖検上

雨側肺 ノ滲出性乃至檜殖性結核拉二結核性肋膜

炎、腹膜炎、喉頭、腸結核 ヲ見クルモノナリ。

食道粘膜ニハ氣管分岐部二深キ陥凹ヲ諦明 シ、

其性駄縦 二細長 ク隙裂歌 ヲ呈 シテ、一見スル時

ハ恰モ食道 ノ憩室 テ思ハ シムルモノナリ。而 シ

テ斯カル粘膜嚢 ラ精細二検 スレバ、其嚢底ハ氣

管枝壁 ノ後方ヲ更 二下方 二進 こ先端ハ尖鋭 二終

リ而 シテ該尖端部二於テハ陳蔭性結核性淋巴腺

ト癒著セリ。叉粘膜嚢壁ハ黄色ラ呈 シテ乾酪化

物質 テ以テ被ハレ、該壁 テ組織的二見 レバ結核

性攣化テ示 シ居 リ、中心壌死二陥 レル園形拉 二

類上皮細胞 ヨリナル結節 テ謹明 シ得タルモノナ

リ。同時二肉眼的二食道粘膜 ハ限局性 二恰 モ陥

浸 セルカノ如キ感テ呈 シ居 リシ所ハ検鏡上、粘

膜嚢 ノ邊縁部ニハ食道粘膜残存 シ、深部 二來 ル

ニツレテ食道粘膜ハ菲薄 トナリ、途ニハ潰瘍性

ト化 セリ。其他該潰瘍壁二於ケル筋層 ニハ何等

結核性攣化ラ認 ムルコト能ハズ。而 シテ左方氣

管枝側淋巴腺ハ腫大 シテ「バケ.ト 」ラ形成 シ居

レドモ淋巴腺被膜 ニハ何等穿孔セル所ナク食道

トハ直接 ノ關係テ護明スル能 ハズ、即上記 ノ食

道粘膜二於ケル結核性攣化ハ食道周園 ヨリ食道

粘膜内面へ 進 走來 レルモノナ ラザルハ 明 カナ

リ。

本例ハ爾喉頭粘膜 二結核性潰瘍 ヲ有 シ居 リ、其

他少敷ナレドモ腸粘膜ニモ斯 カル潰瘍 テ護明 シ

居ル黙 ヨリ、含菌喀疾ハ食道粘膜面へ直接 二鰯

レ得ル機會 ノ存 セシコ トハ明白ナリ。又上述 ノ

粘膜嚢 ノ下方尖端部二於ケル陳蕗性淋巴腺結核

ハ食道 ノ牽引憩室 ノ成因二原因的關係 ヲ』有 セシ

モノナルベク、而 シテ潰瘍部 二於 ケル粘膜 ノ限

局性陥浸款態蛇二甚ダ潰瘍 ノ深キ鮎等 ヨリシ

テ、本例 二於 テハ以前 ヨリ牽引憩室 ノ氣管分岐

部二近ク存在 シ居 リシモノニシテ、弦 二食道内

面 ヨリ菌侵入テ容易ナラシメ、次第二憩室壁二

結核性攣化テ惹超 セシモ ノナルベケン。
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第四章 結 論

1・ 食 道結核 ハ往年當病理學教室 二於 テ三 田氏

ノ報 告 ニナ レル1例 ト余 ノ實験3例 トテ合 シテ

4例 二見 デ レタ リ。

2・ 當教 室 二於 ケル 練屍撒19951膿 中結 核屍 ハ

680禮 ニ シテ約3分 ノ1二 當ル、 食道結核 ノ頻

度 ハ縮屍撒 二封 シ0.20%ニ シテ、 結核 屍 二封

シ0.58%ナ リ6從 來 ノ報告例 中低卒 ナルモ ノ

ハ0.1%ニ シテ、其高卒 ナルモ ノハ2.8%ナ リ。

3.實 験例 ハ総 ベ テ肺結核症 二綾嚢 セルモ ノナ

リ。

4.年 齢 的 ニハ4例 共6歳 ヨリ29歳 ノ間 ニア

リ。文獣例 二於 テハ30歳 ヨリ40歳 ノ間 二多 シ

トセラル。

5.性 別 二關 シテハ4例 共男子 ナ リ。

6.食 道 二於 ケル結核姓潰瘍 ノ位置 ハ全例=共食

道 ノ中央部 二在 リ。

7.食 道結核 ノ登生原因 二關 シテハ、第1例 ハ

乾酪化氣管側淋 巴腺 ノ食道壁 ヘ ノ穿破 ニ ヨレル

モ ノニ シテ、第2例 ハ菌汚染食物 二依 レル食道

粘膜 二於 ケル接種 結核 二蹄 セ シムルテ得ベ ク、

第3例 ニ アリテハ食道壁 二於 ケル牽 引憩室 ヨリ

出嚢 セルモ ノナ リ。

稿 ヲ終 ハルニ臨 ミ悼 マ シクモ長逝 サ レシ 友故

功力孝兄 ノ婁前 ニ コレヲ謹 ミテ捧 ゲ、且終始御

懇篤 ナル御指導蛇 二御校 閲 ヲ賜 ハ リシ恩師川村

教授 二深甚 ナル謝 意 テ 表 ス。(本 稿 ノ要旨ハ昭

和8年9月22日 新 潟醤科大學病理學 集談 會 二

於 テ報告 セルモ ノナ リ。)
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附圖説明

第1圖 、第2圖 、第3圖 ハ夫 々第1、 第2、 第3例 二

於ケル結核性食道潰瘍 ヲ示ス.

第4圖 ハ第1例 二於クル食道ノ内環獣筋層二在ル結

核性饗化。

第5圖 ハ第2例 ノ食道潰瘍底.

第6圖 ハ第3例 ノ食道潰瘍邊縁部。

G.・・潰 瘍 部(GiG2G,)。

L,一 乾 酪 化氣 管 側 淋 巴 腺e

M・ ・胃側,Mu.一 筋 層 。

T∵ ・結 核 結 節.

S.・・粘 液 腺 。




